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マ
腎擢毘革1操】
世帯数 616戸

人 口  2 1 0 0人

1031人

1069人

男

女

電

プ
田
グ
到
説

鳴
鹿
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会

会
長
　
清
水
　
次
雄

こ
の
た
び
、
鳴
庇
ま
ち
づ
く

り
推
進
協
議
会
で
は
ブ
ロ
グ
を

開
設
し
ま
し
た
。

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
各
部

会
の
活
動
報
告
や
お
知
ら
せ
、

行
事
案
内
な
ど
の
ホ
ッ
ト
な
情

報
を
掲
載
し
て
い
き
ま
す
の
で
、

各
部
会
の
皆
さ
ん
は
も
と
よ
り
、

鳴
鹿
地
区
の
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
こ

の
ブ
ロ
グ
を
活
用
し
、
ま
ち
づ

く
り
推
進
協
議
会

へ
の
ご
理
解

を
深
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
ま
だ
ス
タ
ー
ト
し
た

ば
か
り
で
、

つ
た
な

い
と
こ
ろ

も
あ
る
と
思

い
ま
す
が
、
こ
の

ブ

ロ
グ
を
介
し
て
鳴
鹿
地
区
全

体
に
ま
ち
づ
く
り

の
輪
が
広
が

っ
て
い
く
こ
と
を
願

っ
て
い
ま

す
。な

お
、
各
部
会
委
員

の
皆
様

は
情
報

（行
事
予
定

・
活
動
報

告

・
写
真
な
ど
何
で
も
結
構
で

す
）
を
公
民
館

へ
提
供
し
て
い

た
だ
き
、
ブ
ロ
グ
を
盛
り
上
げ

て
く
だ
さ

い
ま
す
よ
う
お
願

い

し
ま
す
。

±
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一

イ

名

３４

会

会
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お

宅

伊

木
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も

肇
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基
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B月 火

“規2回手l■健全育成郵会開催 lメイン十六呂れ山古指群周辺部の諒掘調査実滝お宍おせ 〕

√マップα惰 あιこと発見なれ殉侍盛事業

喧農地区の史静や由亀める場所を知って端 うということで始まった特別事表「マップでみ

るめし世 発見なるか」は、今年で最練の0年 目になります。

これまでに、鳴震公民館前の地区素内看枝設置や冊子の発行を行ってきましたが、最禁年

1よ史跡考に着歴 談置するための準aた 進めています。

ただ、様々な理由で設置できなかったり、設置する場所がないところめ り、現在検討中です

が、年度内の 2月 完成を― て頼張っています。

今年の3月に発化 、喧農控区の各家臼 こ配札 た冊子「鳴盛地区神社集落の由素と言伝

え」はこちらです。

ブD7r一 ″

カテゴグー

事嘉局 公 民 館 史跡文

化緑た部会 子‖健全育成部
章 福社環Jt部全

院範 迅

ン
本キにどRLとと 言

郵

r】,ぅど

◆部会委員会PFR催のあ知ら

■せ

fど 0ヨ 夢

末呂訂山古指群周辺富Fl・T試

‐掘調査葉悔お=0らせ

「T」ゴで・・ヽコ_もと発見古

4る ねJ格削事室

第2回子l■健全百耐部合開

→ぼ

「8]ラ!!寸f」耳?1抑こ言ました

‐☆

‐ri B言= =屋

子
供
健
全
育
成
部
会
で
は
、

日
午
後
七
時
三
十
分
よ
り
、
中
学
校
生
徒
の

登
下
校
の
安
全
確
保
に
向
け
て
、
通
学
路
の

点
検
を
実
施
し
ま
し
た
。
指
定
通
学
路
で
は
、

街
灯
設
置
は
進
ん
で
い
ま
し
た
が
、

に
街
灯
が
な

い
区
間
、
車

の
往
来
が
多

い
の

に
歩
道
が
な

い
区
間
も
多
く
、
安
全
確
保
に

向
け
た
取
り
組
み
の
継
続
が
必
要
と
考
え
ら

れ
ま
し
た
。

ブ回グを見るには…

「嶋鹿まちづくり推進協議会」で検索、

または

http://naruka―machikyormitelog.jp/

にアクセスしてください。

▲危険な箇所がないか細かくチェック
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テレヒ、ストーブ、電子レンジ

2度と捨てないでね |

このコミは誰が

fri―  酔 を探して右、左

まさ7 1区内の人では

ないでしょうね !  ″

こみもうないの～

_pダ多声
ど
′』多少二』

日(国)早朝一斉に行われました。

ました。鳴鹿まちづくり推進協議会福祉環境部会員

内で健闘されました。

には、建設資材の廃棄物が見つかり、国道364号 線

ジ等の電気製品が10台以上発見回収されました。

た皆さんは、本当にご苦労様でした。
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明
忙
地
に
ラ
ブ
十
体
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＝
地
担
動

の
後
、
に
民
の
性
峡
川
地
を
――
的
に

十‐‐
ｉ
十‐‐‥
蝶
境
＝
公
に
性
に
よ
る

！
ま
ほ

ん
Ｆ
小

こ
う
会
　
が
生
施
き
れ
ま
―
ン

ト
′．　
叫
忙
小
■
使
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
―――

化
し
、
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
内
―――――

‐‐

‐‐‐十
か
ら
来

に
同

，か
い
な
ェ
、一十
ｒ

ェ
一

汁
一中

の
究
ｉ
■

て

は
民
■
地
位
宏
――

内
方
か
＝
小色

い
ナ

■
ン

ハ
ー
々

て
地

■
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ｔ
‐
一て
ｔ
た

，
．一　
■ヽ
去
―
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ト

デ

ェ

ニ

、

に

一
よ
「十‐‐‐
！　
口ヽ．い
」
ア、
一‐
一

―
い
　
ヤ　
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・　
ト
　
ー
　
，
一
ト　
　
　
ャ
，
、　
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1叫|  十

女

1 1 1

1 + | |ナ
1 丈
十」

古
少
年
性
令
市
成
公
蔽
―′
・よ
ら

つ

く
――
■
卜
防
献
介

・ｒ
供
性
令
市
成

＝
会
　
性
快
体
市
＝
会

一
の
合
同
ト

性

に
ょ
る
叫
蛇
地
に

ラ
デ
オ
体
＝
＝

社
一＝
一助
が
、
Ｌ
川
　
卜
ｈ
ｌｌ

・
‐―

一Ｔ

‐―ｌｊ
六
時
…
―
竹
よ
―サ
、
嶋
忙
小
■
伐

グ
ラ
ウ

ン
ド
に
お

い
て
開
催
き
れ
ま

し
た
　
―――
川

に
も
か
か
わ
ら
す
ｒ
供

か
ら
わ
午
行
―，
ま

で
た
く
き
た
の
方

が
み
加
し
、
み
ん
な
で

厄
気
よ
く
体

排
し
ま
し
た

けやさヤ! l tの中
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●

坂井市一斉のク リーンキャンペーンが、6月 6

今年から回収場所は各地区の集落内に変更となり

(前川政一会長含む13名 )の方々も今年は各集落

ク リーンセンター周りのハイフライン跡地など

上久米国地係では、テレヒ、ス トーフ、電子レン

捨てた人に一言 |三度と拾てなしヽて。参加され

案  間
内ノ坪

力 警

一　
Ｖ

ャ
一
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与
一
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見
通
し
の
悪

い
交
差
点

の
革
刈
り

安
心
安
全
防
災
部
会
で
は
六
月
二
十
日
（日
）
、

部
会
委
員
に
よ
る
草
刈
り
を
行

い
ま
し
た
。
当

部
会
は
、
交
通
安
全

の
た
め
毎
年

二
～
三
回
、

見
通
し
が
悪

い
道
路
交
差
点

の
草
刈
り
を
、
部

会
長
の
坂
井
さ
ん
を

中
心
に

一
致
団
結
し

て
実
施
し
て
お
り
ま

す
。
鳴
庇
地
区
の
皆

様
、
雑
草
等
で
交
差

点
の
見
通
し
が
悪
い

所
が
あ
り
ま
し
た
ら

ご
連
絡
下
さ
い
。

福
祉
環
境
部
会
で
は
七
月
十
三
日
（火
）
、
タ

方
五
時
半
よ
り
、
鳴
庇
小
学
校
西
側
の
街
路
樹

の
労
定
と
歩
道
の
草
刈
り
を
行
い
ま
し
た
。
小

学
校
周
辺
の
環
境
美
化
と
児
童
の
安
心
安
全
の

た
め
に
と
い
う
こ
と
で
、
昨
年
度
に
引
き
続
き

実
施
し
ま
し
た
。
小
雨
が
降
る
あ
い
に
く
の
天

候
の
な
か
、
回
川

校
長
先
生
、
ま
ち

協
会
長
の
清
水
さ

ん
も
応
援
に
駆
け

つ
け
て
く
だ
さ
り
、

部
会
委
員

の
方

々

と
と
も
に
作
業
を

一行
い
、
見
違
え
る

ほ
ど
き
れ

い
に
な

り
ま
し
た
。

ど
あ
ん
こ
載
曇

～

田
植
え

体

験

～

鳴
庇
小
学
校
四

・
五
年
生
に
よ

る
田
植
え
体
験
が
、
こ
の
ほ
ど
素

晴
ら
し
い
晴
天
の
中
、
鳴
鹿
地
区

老
人
会
の
方
、
為
安
の
前
田
さ
ん
、

Ｊ
Ａ
花
咲
ふ
く
い
九
岡
支
店
の
方

々
の
ご
協
力
を
戴
き
実
施
さ
れ
ま

し
た
。
田
植
え
を
す
る
前
に
お
米

の
有
難
さ
や
、
稲
刈
り
の
大
変
さ

等
の
話
を
聞
い
た
後
、
田
植
え
を

す
る
方
法
を
教
わ
り
ま
し
た
。
各

自

コ
シ
ヒ
カ
リ
の
苗
を
し

つ
か
り

持

っ
て
横

一
列
に
並
び
、　
一
時
間

か
け
作
業
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

特
に
５
年
生
は
昨
年
に
続
き
二
回

日
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
大
変
上

手
に
終

えヽ
る

事
が
出
来
ま

し
た
。
秋

の

収
穫
が
楽
し

み
で
す
ね
。

堕
買
紺
掘
調

光

拘

賢

一

享
保
十
、二
年

（
十
七
二
七
年
）
二
月
の
洪
水

に
よ
り
鳴
鬼
堰
所
が
大
破
し
、
堰
よ
り
後
方
か

川
底
が
水
圧
で
掘
り
起
こ
さ
れ
て
深
く
な

っ
た

の
で
、
埋
め
立
て
工
事
を
し
な
け
れ
ば
堰
が
造

れ
な
い
事
態
に
な

っ
た
。

こ
の
復
旧
に
要
す
る
見
績
書

（上
肥
家
所

蔵
）
に
よ
れ
ば
、
堰
よ
り
下
流
、
長
さ
六
十
九

百

（約
百
二
十
五
レリ

、
幅
二
十
六
間

（約
二

十
七
済
）
、
深
さ
二
矢
か
ら

一
間
半

（約

一
材

か
ら
二
・
七
材
）
を
埋
め
立
て
る
。
埋
め
立
て

に
要
す
る
材
料
は
，、
竹
八
千
本

（竹
籠
に
換
算

し
て
千
六
百
個
分
）
、
藤
五
百
三
十
三
貫

（約

三
ト
ン
）
、
松
杭
セ
千
本

（竹
籠

一
個
に
付
さ
杭

を
四
本
使
用
）
。
　
　
　
ヽ

右
の
見
積
書
に
吉
口
、
上
肥
、
大
連
の
三
氏

が
署
名
し
て
藩
の
用
水
奉
行

へ
提
出
し
て
い
る
。

覚
保
二
年

（
十
七
四
二
年
）
の
上
肥
日
記
に

よ
る
と
、
同
年
七
月
に
鳴
鬼
堰
所
が
崩
壊
し
た

の
で
現
場
を
見
分
し
、
八
月
二
十
二
日
に
三
ヶ

郷
庄
屋
を
招
集
し
て
対
策
を
講
じ
た
。
堰
が
決

壊
し
た
幅
は
当
初
四
十
材
程
で
あ

っ
た
が
、
年

末
に
は
六
十
所
と
大
き
く
な
り
、
さ
ら
に
堰
か

ら
後
方
の
川
底
が
一
・
五
肝
も
添
く
な
っ
た
。

こ
の
復
旧
工
事
に
要
し
た
材
料
は
、
藤
六
百
貫

（約
二
・
ニ
トン）
、
松
杭
六
百
本
余
で
あ
っ
た
。

天
保
十
三
年

（
一
人
四
二
年
）
の
復
旧
工
事

で
は
、
竹
二
万
三
千
本
、
松
杭

一
万
七
千
本
、

藤
三
千
四
百
貫
、
人
足
延
べ
十
八
万
人
千
百
人

を
要
し
た
。
こ
れ
が
落
政
時
代
を
通
じ
て
特
に

攻
さ
な
土
事
で
あ
っ
た
。
　
／
　
フ

大
堰
破
攻
は
年
中
行
事
の
よ
う
に
毎
年
繰
リ

返
さ
れ
、
そ
の
都
度
修
複
工
事
が
行
わ
れ
た
。

堰
の
工
事
に
絶
対
必
要
な
も
の
は
藤
と
杭
で
，

あ
る
沖
こ
の
供
給
に
万
全
を
期
す
る
た
め
竹
ロ

村
と
取
り
交
わ
さ
れ
た
証
文
が

「引
請
申
藤
杭

証
文
之
事
」
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
、

・
古
来
の
定
め
に
よ
り

一
番
御
普
請
と
し
て
藤

千
貫
、
杭
千
本
を
鳴
鹿
普
請
　
所
へ
納
め
な

事
。／

・
用
氷
必
要
の
時
】期
に
洪
水
で
大
堰
が
破
損
し

′た
場
合
、
指
図
通
り
遅
滞
な
く
藤
、
杭
を
納

膨録時中搬榊脚は嬢棚践帥此推潔狭勢。

・
納
入
し
た
藤
、
杭
の
代
償
は
お
上
か
ら
竹
ロ

村

へ
藤
十
貫
日

（
二
十
七
′・
五
キ
ロ
）
、
杭ヽ
十

本
に
付
さ
銀
人
分
を
支
払
う
事
。　
　
　
　
／

な
斐
紳
婦
鞠
服
班
駒
焼
期
服
ぱ
十
肘
ヽ
高
椋
、

新
江
の
各
用
水
の
取
入
れ
口
は
土
砂
が
堆
積
す

る
た
め
、
こ
れ
を
取
り
除
く
江
掘
リ
エ
事
も
必

要
だ

っ
た
。　
　
　
＼

嘉
永
四
年

（、一
人
五

十
年
）
上
疋
家
の
井

ロ

江
堀
方
見
積
書
に
よ
る
と
、
用
水
取
り
入
れ
ロ

の
九
百
十
五
立
方
坪
の
砂
利
を

一
肝
程
掘
り
下

げ
る
の
に
人
夫
処
べ
三
万
七
千
四
百
五
十
五
人

を
要
す
る
と
記
さ
れ
て
い
る
。

川
底
の
砂
利
を
取
り
除
く
作
業
は
も

っ
ぱ
ら

人
の
力
に
頼

っ
た
。
ス
コ
ッ
プ
や
ツ
ル
ハ
シ
で

砂
利
を
堀
り
起
こ
し
、
砂
利
を
モ
ッ
コ
に
入
れ

二
人
で
担

い
で
運
び
出
す
幼
稚
な
方
法
だ
か
ら
、

多
く
の
大
手
と
長
い
工
事
期
間
を
要
し
た
。

（以
下
次
号
）

まあ々に嘉

子どもたちも安全に通学できますね。
用水路沿いが

とてもキレイになりました。



ギ
　

りヽ

ヽ
レ

`:手

が苦手な人におすすめの講座。軽し

くらく健康体操

↓
ギ

「
仏

‐声

屯

有ヽ酸素運動や

頭の体操、ストレッチなどを取り入れ、楽しく健康づく

りができます。簡単な運動ですが、 「最近お腹がヨ|き綿

まってきた」 「検査の数値が良くなってきた」という声

もあり、皆さん少しずつ効果があらわれているようです。

最近健康や体型が気

になる人はぜひ受講

してください。

毎週 1回は鳴鹿公

民館で体を動かして

メタボ予防しません

か。

γ

|

Ⅲ……  ｀ そ卒

ヽ  ン

の中から美しくな

るための、野菜と果物

の栄養学講座です。女

性ならだれもが関心の

ある 「美肌Jや 「アン

チエイジング (抗カロ齢)」

、 「デトックス(毒素排出)」に効果のある食材について

学びます。また、隔月でお楽しみ教室を取り入れ、体と

心の 「キレイ」をめざして楽しく活動しています。

● 後の予定》
8月  ア ロマでリラックス

9月  ベ ジフルビューティー教室■ 「デ トックスJ

10月 野 菜ソムリエ芝さんの料理教室111

11月 キ レイ度アップのメイク術

12月 野 菜ソムリエ芝さんの料理教室セ|

為

ママの健康とベビーの健やかな成長をサポートしてくれるべ

ビーヨガ。赤ちゃんが泣いてしまって、思い通りにできない時

もありますが、赤ちゃんと一緒にヨガをすることで親子のスキ

ンシップもアップして、産後の体も整えてくれます。笑いと泣

き声が飛びがうにぎやかな講座です。

子の応、れあい」をモットーに、今年からりニュー

アルした子育て支援講座です。絵本の読み聞かせ、わら

べ歌 手 あそび、季節の工作やおやつ作りなど盛りだく

さん。普段は忙しいお母さんも、子どもとゆっくり向き

あって、子育てを楽しみましょう。

協

ヽ
「

―

ト

センスuP巧
ッピンヴ術

り物を友人や家族やお世話になった方へ送る

際に、お店でラッピングした物もいいけど、自分

でオシャレにセンス良くラッピングできたら素敵

ですよね。ちょっとした工夫で、贈り手の気持ち

がより伝わるラッピング術を学んでいます。

《今後の予定》
8月  生 活の中で活用できる風呂敷術

9月  風 呂敷でラッピングを楽しもう

10月 す ぐに役立つ袋物のラッピング

11月 ク リスマス向けラッピング11)

12月 ク リスマス向けラッピング(ど|

や
t

!蔦
/     ′

“

理情いつばい :

赤ちゃんへの

マツサージ

いるんなリボンの

埼び方を寓目

しましたよ

簡単な週mと 、
｀

途中からの受講が可能な講座もありますあぞドヽ
'生
味を持
・

興味深い先生の

お器に、女性なら8わず

聞き入つちゃう

メ髪

片 、

二::竹gl,,



私
達
集
落
内
単
位
老
人
ク
ラ
ブ

「
下
久
米
国
（下
）老
人
会
」
で
は
、

地
区
の
農
村
環
境
の
良
好
な
保
全

と
景
観
形
成
の

一
環
と
し
て
集
落

で
取
り
組
む
久
米
国
神
社
参
道
の

芝
桜
植
栽
の
手
入
れ
を
、
住
民
と

り
わ
け
老
人
会

で
、

去
る
六
月
二
日
（水
）

に
地
域
奉
仕
活
動
と

し
て
行

っ
て
お
り
、

地
区
民
か
ら
こ
の
貢

献
に
注
目
感
謝
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
活

動
は
、
高
齢
者

の
願

鳴
鹿
老
人
会
恒
例
の
交
通
安
全

茶
屋
が
、
七
月
二
十
日
（火
）
、
県

道
勝
山

・
丸
岡
線

（木
戸
口
理
髪

店
前
）
に
て
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

鳴
鹿
老
人
会

の
廣
野
さ
ん
と
坂

井
さ
ん
が
手
作
り
し
た
交
通
安
全

グ

ッ
ズ
を
ド
ラ
イ
バ
ー
に
手
渡
し
、

笑
顔
で

「安
全
運
転
」
を
呼
び
か

け
ま
し
た
。
ご
協
力

い
た
だ

い
た

皆
様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し

た
。

い
で
あ
る

「
同
じ
仲
間
が
元
気

で

長
生
き
」

の
た
め
の
健
康
づ
く
り

に
も
役
立
ち
、
作
業
を

つ
う
じ
会

話
も
は
ず
み
ス
ト
レ
ス
の
解
消
に

も
な
り
今
後
も
続
け
た

い
と
思

っ

て
い
ま
す
。

♭
芝
桜
が
咲
く
の
が
待
ち
ど
お
し
い
で
す
ね

♭
思
い
が
け
な
い
ブ
レ
ゼ
ン
ト
に

ド
ラ
イ
バ
ー
も
ニ
ツ
コ
リ

鳴
鹿
公
民
館

館
長
山
日
　
忠
雄

鳴
鹿
公
民
館
　
鳴
鹿
第
二
公
民
館

に
は
、
年
間
約
二

十，○
○
○
人
程
の

来
館
者
が
あ
り
ま
す
。

地
域
の
子
供
か
ら
大
人
ま
で
、
ま

た
多
種
多
様
の
講
座
生
の
皆
さ
ん
ま

で
楽
し
く
来
館

（利
用
）
し
て
戴
い

て
お
り
ま
す
が
、
更
に
利
用
者
の
方

と
信
頼
関
係
を
深
め
な
が
ら
、
地
域

住
民
の
方
々
の
意
見
は
特
に
重
く
受

け
止
め
て
、
鳴
鹿
ま
ち
づ
く
り
推
進

協
議
会
の
皆
さ
ん
と
共
に
考
え
、
地

域
づ
く
り

。
自
治
体
づ
く
り

・
社
会

作
り
の
三
本
柱
を
目
標
テ
ー
マ
に
掲

げ
繊
細
な
館
長
を
目
指
し
ま
す
。
も

と
よ
り
浅
学
、
非
才
の
者
で
す
が
、

誠
心
誠
恵
努
力
す
る
所
存
で
あ
り
ま

す
。
何
卒
温
か
い
ご
指
導
ご
鞭
撻
の

程
、
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

鴫
鹿
公
民
館

事
務
員
　
東

七
月
か
ら
鳴
鹿
公
民
館
で
お
世
話

に
な
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
東
　
晴

佳
と
申
し
ま
す
。
皆
様
の
ご
協
力
の

も
と
、
地
元
鳴
鹿
の
住
民
と
し
て
、

一
人
で
も
多
く
の
方
に
利
用
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
な
親
し
み
や
す
い
公

民
館
、
ま
た
、
よ
り
よ
い
地
域
づ
く

り
の
お
手
伝
い
が
出
来
る
よ
う
努
力

し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ

前
鴫
鹿
公
民
館

館
長
　
大
崎
　
武
久

町
か
ら
市
へ
の
移
行
。
誰
も
が
期

待
と
希
望
に
燃
え
た
は
ず
で
す
が
、

四
町
の
均
等
を
図
る
べ
く
公
民
館
の

苦
悩
が
始
ま
っ
た
。
有
料
化
と
講
座

の
規
制
で
社
会
教
育
の
有
り
方
に
疑

間
を
持

っ
た
住
民
の
声
が
、
市
議
会

で
も
大
き
く
論
議
さ
れ
改
善
も
見
ら

れ
た
も
の
の
、
苦
し
い
財
政
事
情
か

ら
毎
年
予
算
減
額
の
続
行
。
そ
の
結

果
、
公
民
館
利
用
者
が
半
減
に
至
っ

た
事
は
頭
が
痛
い
。

こ
の
ま
ま
で
は
地
域
住
民
の
生
涯

学
習
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く
公
民

館
は
死
ん
で
し
ま
う
。

「地
区
の
皆

さ
ん
が
利
用
し
な
い
公
民
館
は
要
ら

な
い
」
と
時
折
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、

今
こ
そ
地
区
の
皆
さ
ん
の
創
意
工
夫

で
従
前
の
賑
わ
い
と
活
気
あ
る
公
民

館
に
再
生
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

痛
感
し
ま
す
。

幾
つ
か
の
成
し
得
な
か
っ
た
事
に

悔
い
な
が
ら
も
、
皆
さ
ん
に
支
え
ら

れ
て
八
カ
年
間
、
何
と
か
任
務
に
終

止
符
を
打
て
ま
し
た
こ
と
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

同
目
□
翻

今
年
の
夏
は
本
当
に
暑
か

っ
た

で
す
が
、
朝
夕
少
し
秋
の
気
配
を

感
じ
る
時
期
と
な
り
ま
し
た
。

今
年
度
か
ら
、
鳴
鹿
地
区
住
民

の
皆
さ
ん
に
よ
り
分
か
り
や
す
く
、

そ
し
て
新
し
い
情
報
を
お
届
け
す

る
た
め
に
、
「公
民
館
だ
よ
り
」
と

「ま
ち
づ
く
り
だ
よ
り
」
を

一
体

化
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
タ
イ
ト
ル

も

「ま
ほ
ろ
ば
」
と
し
ま
し
た
。

子
供
さ
ん
か
ら
高
齢
者
の
方
ま
で
、

親
し
ん
で
い
た
だ
け
る
紙
面
づ
く

り
を
心
が
け
て
い
き
ま
す
の
で
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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